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研究成果の概要（和文）：平成25年度に学内研究費にて実施した先行調査（口腔環境、全身的QOL・ADL、歯科関
連QOL・ADLについて聞き取り調査および質問票調査、口腔診査）の結果を評価し、全国平均と比べ、DMFT歯数、
喪失歯率、いずれも高い傾向にあることが明らかになった。歯科関連QOLについては残存歯数が多く適合良好な
補綴物を使用している場合に高い傾向にあることが明らかになった。
以上の結果に基づき平成26年度に日本歯科保存学会第141回学術大会にて発表を行った。平成28年度に、追跡調
査として、平成25年度実施と同項目について、65歳以上高齢者を対象として調査を実施し、初年度の結果を加味
した上で現在比較評価中である。

研究成果の概要（英文）：Conference presentation was perforemed at the 141st meeting of the Japanese 
society of Conservative dentistry based on the result of the priority review in 2013.
In 2016, Follow up study for the elderly population was carried out.

研究分野：歯科保存学

キーワード： 社会歯科学

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
 長崎県五島市では、保健事業の一環と
して二次離島における歯科医療の拡充を
進めており、事前に実施した歯科要望調
査に基づいて平成23年9月に同市伊福貴
町（椛島）に歯科診療室を開設した。長
崎大学歯学部は平成21年11月26日に五島
市と締結した「歯科保健に係る連携・協
力に関する覚書」ならびに平成23年8月1
日まで5回にわたって開催された「歯科保
健医療に関する連絡協議会」に基づき、
週に1日歯科医師を派遣し、島民を対象と
した歯科診療を実施している。 

 
 椛島は五島市行政の中心である福江島
から約16kmの距離にある二次離島であり、
伊福貴町、本窯町の2町に163名(平成24年
現在)が居住している。島内の高齢化率は
66.3%に及んでおり、今後の我が国の超高
齢社会をすでに具現化している。なお、
環境問題においては先進地で、平成25年
に我が国初の洋上風力発電の設置を目指
して、本年にはブイ式の試験洋上風力発
電設備が設置されている。 
 
 高齢社会の到来により、疾病構造の大
幅な変化が見込まれている。歯科領域に
ついても同様であり、歯科医療において
もこの変化に対応した医療体制の再構築
は急務となっている。言うまでもなく、
口腔は摂食嚥下、発声構音、呼吸など、
生命・生活の維持について重要な機能を
有する器官であり、口腔健康状態の崩壊
は全身の健康状態悪化に少なからず影響
を与えることが予測される。高齢者にお
ける口腔健康状態の維持は、保健の面で
も重要な課題として位置付けられており、
8020運動等、改善を図る努力が継続され、
一定の効果をあげている。 
 
 高齢者の生活レベル低下の主な要因と
して、加齢に伴う生理的および病的な身
体機能の低下、社会的交流の機会減少の
2 つが挙げられる。口腔機能の低下は直
接的に栄養摂取を障害し、免疫力、筋力
の低下等、生命維持に大きな影響を与え、
運動機能の低下による活動性の減少、疾
病罹患による寝たきり状態への移行等の
問題を引き起こす。また、食事・発話は
そのものが社会的行為の側面を有してい
る。そのため、口腔機能が損なわれるこ
とによって社会活動性が低下し、外的刺
激を受ける機会の減少から認知症に至る

ケースについても報告されている。 
 
 
 
２．研究の目的 
 
 高齢者の口腔健康や義歯の状態と日常
生活自立度や認知度との関連については、
いくつかの先行研究がみられる（多田
ら,1999、池田ら,2000）。しかしながら、
これらの知見は、施設入所者等の一定の
選択が行われた集団を対象としており、
人為的な選択の生じない、地域の一般住
民を対象としたものではない。本研究で
は、前述の椛島の全住民を対象として、
口腔健康状態が ADL および QOL に与える
影響、また、僻地における公的機関によ
る歯科医療支援体制の確立が、住民の口
腔健康状態の改善に与える影響について
横断的、あるいは縦断的に評価すること
を目的としている。 
 
 
 
３．研究の方法 
 
 研究対象者は長崎県五島市伊福貴町・
本窯町の全住民とする。研究代表者は、
伊福貴診療所歯科診療室で島民を対象と
して週に1回、歯科診療を実施している。
本研究の実施は、五島市健康政策課に研
究概要を説明し事前の了解の下で実施す
る。 
 
 研究初年度は、対象者の口腔診査を実
施するとともに、ADL、QOL、介護度等の
全身状態、食生活習慣、歯科既往歴、主
観的口腔健康状態等の歯科領域に関連す
る事項について質問紙・聞き取り調査を
行う。次年度は、初年度の調査結果をも
とに口腔健康状態と ADL・QOL との関連性
について横断的に分析を行い、健康推進
事業において歯科医療が担うべき業務に
ついて指標を作成する。最終年度は、初
年度と同様の調査を再度実施し、経年的
な状態変化と、歯科医療の介入が与える
影響について検証を行う。 
  
 なお、調査については研究初年度であ
る平成 26 年度に先行して、学内研究費に
よる先行調査として平成 25 年度に実施
した調査結果を初年度調査として採用す
る。調査項目については前述の項目と同
項目について実施されている。 
 
 最終年度調査については、平成 25 年度
に実施した先行調査および平成 26 年度
に実施した学術発表に基づき、追加調査
を予定していたが、研究代表者の多忙と
調査協力者の人員確保の困難から実施で
きず、当初計画の、初年度と最終年度の
調査結果を総合した、縦断的手法による
課題の精査が困難となったことから、研
究期間を平成 28 年度までの延長とし、最
終年度調査を実施した。 
 
 
 



４．研究成果 

 
 平成 25 年にアンケート調査および口
腔診査を実施し、60 名について調査結果
が得られた。 
 
 口腔診査の結果、概ね全国平均より
DMFT 歯数は多く、とくに喪失歯数につい
ては高齢者で高い傾向を示した。 

 
これについては歯科的エピソード調査の
結果、かつて歯科受診回数低減の為の便
宜的処置として抜歯が選択されてきたこ
とが明らかになっており、このことを反
映した結果であると考えられる。 
 
 また、補綴物、歯冠修復物による処置
は多くなされているにも関わらず高い歯
周病有病率を示していることから、定期
的歯科受診による口腔環境の維持が十分
になされていないことが明らかになった。  

 
 口腔関連 QOL の指標である GOHAI につ

いても、全国平均値は 53.1 であるが、本
窯町では 50.7、伊福貴町では 51.6 と低
い値となった。これは椛島住民における
喪失歯数の多さから、歯の喪失に伴う咀
嚼機能の低下を反映した結果であること
が考えられる。今回の調査の結果、義歯
補綴を含めて良好な臼歯部咬合支持を有
するものに、より高い GOHAI 値が得られ
たことからも推測することが出来る。 

 
 ２町の比較の結果、前述の通り DMFT 歯
数（とくに喪失歯）および Periodontal 
Index について本窯町では高い値を示し
ている。伊福貴診療所への歯科受診者数
については平成 26 年７月現在、伊福貴町
から 33 名、本窯町では 6名となっており
大きく異なっていることから、歯科サー
ビスに接触する機会の多寡が影響してい
る可能性が示唆された。 
 
 IADLについては本窯町が高い結果が得
られたにも関わらず、口腔関連項目につ
いては伊福貴町が良好な結果となった。
このことから、伊福貴町では、加齢によ
る身体機能の低下からセルフケアによる
口腔環境の維持がむずかしくなった場合
でも、歯科診療所への定期的受診により
口腔機能が良好に維持されていることが
推察され、離島を含む僻地における歯科
医療支援体制の確立が、生命維持に直結
する口腔機能および QOL の維持・向上に
有用であることが示唆された。 

 
 
 
 さらに平成 25 年度調査の結果を踏ま
え、同項目の調査を平成 28 年度に実施し
た。なお、追跡調査については前回調査
の結果、全国的な平均と比較して特徴的
な結果の得られた 65 歳以上の高齢者を
対象として実施した。本窯町にて７名、
伊福貴町にて 13 名の結果が得られてお
り、平成２５年調査からの結果に加えて
評価検証を行っている。 
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